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研究の目的、PRポイント
地域住民、行政の担当者に地域包括支援センターと
生活支援コーディネーターに期待する事をインタ
ビュー形式で話を伺う機会を作りました。インタ
ビュー等から得られた課題を考察していくことで、生
活支援コーディネーターの機能や役割、目的を確認
し、さらに深め地域住民と密接な関係が作れる一つ
の機会になればと思い参加しました。

取り組んだ課題
コロナ禍により地域でのサロン活動等が縮小したこ
とにより、地域住民の交流が減少しました。その為、
地域包括支援センター、生活支援コーディネーター
が地域に訪問する事が難しい状況にありました。徐々
に地域での活動が増え、変化してきた中で包括支援セ
ンター、生活支援コーディネーターが地域と薄くなっ
てしまった関係性をどのようにして再構築していく
のかが課題となり、取り組むことにしました。

具体的な取り組み
地域住民と行政の担当者に半構造化インタビュー形
式で話を伺いました。そこから地域包括支援セン
ター、生活支援コーディネーターに対する現状や今
後、期待することについて整理を行い、地域のとの
密接な関係作りをどのようにしていくことが必要な
のか考察しました。

活動の成果と評価
地域の支え合いの代表と行政の担当者からは、今回
の発表だけでは紹介しきれないほど沢山の貴重な意
見を聴取することが出来ました。包括支援センター
及び生活支援コーディネーターに対しては、「地域の
近くに。高齢者が通える場所に。」とのワードが出ま
した。

今後の課題
地域包括支援センターに配置された生活支援コー
ディネーターとして、包括支援センターの機能や役
割についての更なる周知の必要性、また生活支援コー

ディネーターの役割についての周知不足がインタ
ビューから分かりました。同時に今回のインタビュー
では、「支える側」のインタビューが主になっており、
「支えられる側」のご意見を聞くことが出来ませんで
した。
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

神奈川県横須賀市の包括支援センターに配置をされている生活支援コーディネーターです。
地域住民のニーズに合わせた福祉サービスの開発と育成、地域における新しいネットワーク
の構築等を業務としています。




